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秋晴れの10月21日、旧永平寺線跡地ウォーキングが行われました。 
参加者たちは、路傍の草花に応援されながら旧永平寺線の永平寺駅をめざし、さわやかな汗をかいていました。 

戸籍の窓 9月分まで（届出順・敬称略） 

赤
ち
ゃ
ん 

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ 

お
く
や
み 

10月1日現在（前月比） 

合　計　20,288人　（＋22） 

　男　　 9,790人　（＋ 4） 

　女　　10,498人　（＋18） 

世帯数　 6,108世帯（＋11） 

（住民基本台帳より　外国人含む） 

2007チャレンジ 

11月18日（日） 

九頭龍 
フルマラソン 
　チャレンジ九頭龍フルマラ
ソン大会およびちびっ子駅伝
大会が11月18日（日）、8
時20分から松岡河川公園で
開催されますので、皆さまの
ご声援をよろしくお願いします。 

総　務　課 
企画財政課 
監　理　課 
税　務　課 
住民生活課 
環　境　課 
農　林　課 
建　設　課 
会　計　課 
議会事務局 

161-3941 
161-3942 
161-3943 
161-3944 
161-3945 
161-3946 
161-3947 
161-3948 
161-3949 
161-3950

本庁舎各課直通番号を 
　　　　　　　開設しました 
本庁舎各課直通番号を 
　　　　　　　開設しました 
本庁舎各課直通番号を 
　　　　　　　開設しました 

代
表
番
号
の 

1
61
ー
1
1
1
1
は 

ご
用
件
を
お
伺
い
し
、 

担
当
課
に
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。 

清
流
と
歴
史
を
慈
し
み
、
文
化
を
育
む
愛
情
の
ま
ち

平
成
19年

11月
2日
発
行
　永
平
寺
町
企
画
財
政
課
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１１
月
号

あかほし　ありさちゃんわたなべ　こなつちゃんすぎた　みゆうちゃん

名
　
前

性
別

保
護
者

住
　
所

松
岡
下
合
月

植
坂
　
治
男

松
岡
上
合
月

多
田
　
幸
江

松
岡
下
合
月

松
岡
吉
野

釜
岩
　
崇
志

松
岡
吉
野

土
肥
　
愛
佳

坂
井
市

光
明
寺

原
　
太
一

光
明
寺

米
谷
　
恭
子

石
川
県

松
岡
吉
野
堺

今
村
　
　
隆

松
岡
吉
野
堺

山
田
　
友
香

福
井
市

松
岡
吉
野
堺

寄
場
　
　
満

松
岡
吉
野
堺

米
本
　
暁
子

大
阪
府

松
岡
松
ケ
原
3
木
戸
口
隆
也

大
野
市

木
下
　
智
美

松
岡
松
ケ
原
3

山
王

鳥
山
　
晴
隆

勝
山
市

朝
日
　
美
紀

山
王

東
古
市

村
中
　
　
守

東
古
市

竹
内
　
和
美

福
井
市

新
住
所
　
　
　

名
　
前
　
　
　
　
旧
住
所

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
し
た
く
な
い
人
は
、

届
け
出
た
際
そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

赤
星
　
有あ
り

紗さ

女
　
光
孝
・
美
保
　
松
岡
領
家

渡
邉
　
心
捺

こ
な
つ

女
　
浩
隆
・
愛
美
　
市
野
々

椙
田
　
光
結

み
ゆ
う

女
　
浩
幸
・
樹
里
　
松
岡
芝
原
3

丸
木
　
幹か
ん

太た

男
　
寛
　
・
裕
美
　
法
寺
岡

大
久
保
愛
来

み

ら

女
　
幹
夫
・
や
よ
い

東
古
市

西
藤
　
快
起

は
や
き

男
　
泰
永
・
恵
　
　
松
岡
春
日
1

清
水
　
紅
葉
く
れ
は

女
　
健
太
郎
・
奈
美
　
京
善

鈴
木
絵え

里り

加か

女
　
毅
　
・
亜
希
子

松
岡
御
公
領

平
田
　
は
な
　
女
　
慈
将
・
祐
子
　
松
岡
春
日
2

川
口
　
美
釉
み
ゆ
う

女
　
明
浩
・
恵
美
　
市
野
々

田
中
　
義
行
　
82

野
中

桑
原
　
　
巧
　
85

松
岡
葵
2

石
本
　
國
雄
　
65

諏
訪
間

朝
井
　
吉
政
　
88

中
島

南
部
　
静
子
　
87

栗
住
波

生
田
　
清
子
　
94

松
岡
春
日
1

荒
川
ス
サ
子
　
77

松
岡
領
家

此
下
　
浩
一
　
60

栃
原

杤
川
　
　
弘
　
66

松
岡
薬
師
3

碧
山
　
花
子
　
85

松
岡
薬
師
1

砂
　
さ
ち
子
　
59

松
岡
春
日
3

竹
澤
　
善
豐
　
85

諏
訪
間

名
　
前

年
齢

住
　
所

松
岡
室

山
田
　
嘉
成

松
岡
室

堀
江
紗
弥
香

坂
井
市



平成１９年度四季の森文化館特別展 

　今年は継体大王が即位してから1500周年にあたりま
す。そこで、福井県の古墳時代に関わる特別展示会を企
画いたしました。 
　古墳時代の北陸は、「越（こし）」と呼ばれる地域でし
た。越前地方は大きな古墳がいくつも見つかっていて、「越」
の中心地だったようです。古墳からは様々な貴重品が出
土しムラ跡からはたくさんの建物跡が見つかります。 
　この特別展は、『「越の国」が始まったころの様子』を
テーマとしています。古墳時代前期＝紀元3～4世紀（約
1800～1600年前）の越前地方から出土した貴重な品を、
永平寺町を中心に集めました。 
　また、福井市の花野谷古墳群から出土したものをはじ
め、いろいろな貴重品を展示しています。ぜひご来場く
ださい。 

東古市縄手遺跡・土器（永平寺町） 

乃木山墳丘墓・鉄製品（永平寺町） 

花野谷１号墳・鏡（福井市） 

花野谷１号墳・玉類（福井市） 

会　　期：11月25日（日）まで（月曜休館） 

会　　場：永平寺緑の村四季の森文化館 

開館時間：10時～17時（入場16時30分まで） 

入 館 料：一般300円、小中学生150円 

お問い合わせ：生涯学習課　161－2009

選
考
結
果
発
表 

最優秀賞 

優
秀
賞
 

特
別
賞
 

『飛　翔』 

『名カメラマン』 

『
初
冬
の
榎
と
鷲
ヶ
岳
』 

鯖江市　富 坂 正 賢 氏 

鯖江市　青 山 きくゑ 氏 

栃原　鈴 木 昌 勝 氏 

『
負
け
な
い
ぞ
』 

松岡芝原　西 川 一 信 氏 

『
春
の
え
ち
鉄
竹
原
駅
』 竹原　反 保 俊 夫 氏 

『
九
頭
竜
の
恵
み„
威
縄
漁
“』 福井市　西      勲  馨 氏 

『
花
の
帯
』 

轟
　  

田
 
島
 
龍
 
剛 

氏
 

　今年初めて先祖の供養と思い、大燈籠ながしに参加させて頂きました。舞台では、子ども、
学生さんたちの力強い太鼓、踊り、若さ溢れる熱演、その時の感動を受け、胸がジーンと熱く
なる思いでシャッターを押しました。その時の一コマです。 

わがまち写真コンテスト
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特別展
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今
回
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
わ
が
ま
ち
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
、
心
が
癒
さ

れ
る
よ
う
な
豊
か
な
自
然
な
ど
1
3
9
点
の
応
募
が
あ
り
、
次
の
7
作
品
が
入
選
さ
れ

ま
し
た
。



町 政 コ ー ナ ー 

老
人
保
健
制
度
に
つ
い
て

老
人
保
健
制
度
に
つ
い
て 

老
人
保
健
制
度
に
つ
い
て

老
人
保
健
制
度
に
つ
い
て 

老
人
保
健
制
度
に
つ
い
て 

　
７５
歳
以
上
の
人
は
老
人
保
健
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
り
ま
す
の
で
、

老
人
保
健
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
ら
役
場
の
窓
口
で
申
請
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

※
昭
和
7
年
9
月
30
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
は
、
既
に
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

「
食
育
」っ
て
？ 

　
最
近
新
聞
な
ど
で
よ
く
目
に
す
る
言
葉

で
す
が
、
日
本
で
初
め
て
「
食
育
」
と
い

う
言
葉
を
使
用
し
た
の
は
、
な
、
な
ん
と

福
井
県
出
身
の
「
石
塚
左
玄
」
さ
ん
と
い

う
人
で
す
。 

　
1
8
9
8
年
（
明
治
31
年
）
に
、
著

者
「
通
俗
食
物
養
生
法
」
の
中
で
「
今
日
、

学
童
を
持
つ
人
は
、
体
育
も
知
育
も
才
育

も
、
す
べ
て
食
育
で
あ
る
と
認
識
す
べ
き
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
私
た
ち
の
町
に
あ
り
ま
す
大
本

山
「
永
平
寺
」
の
開
祖
道
元
禅
師
は
、

1
2
3
7
年
に
「
典
座
教
訓
」
と
い
う

著
書
で
、「
食
」
を
司
る
役
僧
の
行
う
べ

き
職
責
を
細
か
く
説
い
て
い
て
、
い
ず
れ

も
「
食
」
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。 

 

　
近
年
、
食
生
活
の
変
遷
に
よ
り
若
い
世

代
で
も
生
活
習
慣
病
（
以
前
は
「
成
人
病
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
）
に
か
か
る
率
が
高

く
な
っ
て
い
て
、
医
療
費
の
増
大
も
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
狂
牛

病
）
や
食
品
表
示
法
な
ど
の
問
題
も
あ
り

「
食
の
安
全
安
心
」
に
つ
い
て
も
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。
国
民
自
ら
が
「
食
」
に
つ

い
て
考
え
、
判
断
力
を
つ
け
る
た
め
の
「
食

育
」
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。 
 

　
町
に
お
い
て
も
、„
町
民
一
人
ひ
と
り

が
、
食
と
健
康
に
感
謝
の
心
を
育
て
る
ま

ち
永
平
寺
町
“
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
昨
年

度
「
永
平
寺
町
食
育
推
進
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
み
ん
な
が

健
康
で
豊
か
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、

あ
ら
ゆ
る
方
面
で
食
育
を
推
進
し
ま
し
ょ

う
。 

6月にサンドーム福井で開催した「食育推進全国大会」に出展 

い
し
づ
か  

さ  

げ
ん 

開催！！ 

　今年度は欠食で国民的問題となっている朝食に
ついて開催しますので、皆さま是非お越しください。 

日　時　12月9日（日）10時～13時30分 

場　所　JA吉田郡 

内　容　 
　・講　演　『「食と農」の連携が 

心も体も元気な人を育む』 
　　　　　　　講師　フードコーディネーター 
　　　　　　　　　　　　　河原田　暢子 氏 
　・試　食 （バラエティー朝食・ 

アジアの国の朝食・郷土の朝食） 
　・朝食サンプル展示 
　・パネル展示 
　・色々なお米の食べくらべ 
　・特産品などの販売 

参加費　無　料 

四季菜料理教室開催します。 

しゃれた「おせち」を 
　　自分で作りましょう！！ 
しゃれた「おせち」を 
　　自分で作りましょう！！ 
日　　時　12月16日（日） 
　　　　　　　13時～16時30分 
場　　所　天谷調理製菓専門学校 
内　　容　おせち料理づくり 
　　　　　（7品～10品） 
　　　　　行事食（正月）の説明 
参 加 費　1,000円（当日集金します） 
募集人員　40名　 
　　　　　（町在住者で応募者多数の 

場合は抽選します） 
申込期限　11月26日（月） 
申込方法　下記まで住所・氏名・電話番号を 
　　　　　お知らせください。 

お問い合わせ・お申し込み先　 農林課　161－3947

マイ箸を プレゼント いたします （数（数に限りあり） 

マイ箸を プレゼント いたします （数に限りあり） 

老人保健制度
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食　育
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●
申
請
手
続
き
の
方
法

75
歳
の
お
誕
生
月
に
「
老
人
保
健
法
受

給
資
格
取
得
届
書
」を
送
付
し
ま
す
の
で
、

届
出
用
紙
を
役
場
の
窓
口
に
提
出
し
、

「
医
療
受
給
者
証
」
と
「
健
康
手
帳
」
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
資
格
の
開
始

75
歳
の
お
誕
生
日
の
翌
月
か
ら
（
1
日

生
ま
れ
の
人
は
そ
の
月
か
ら
）
該
当
に
な

り
ま
す
。

●
対
象
者

75
歳
以
上
の
方
と
65
歳
以
上
75
歳
未
満

で
一
定
の
障
害
の
あ
る
人
で
す
。

●
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は

「
医
療
保
険
の
保
険
証
（
国
民
健
康
保

険
証
や
会
社
の
保
険
証
）」
と
「
老
人
保

健
医
療
受
給
者
証
」
の
二
つ
を
忘
れ
ず
に

窓
口
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
の
費
用

外
来
・
入
院
と
も
に
費
用
の
1
割
（
現

役
並
み
所
得
者
の
人
は
3
割
）
で
す
。

（
下
記
の
表
参
考
）

●
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き

外
来
・
入
院
と
も
に
1
ヶ
月
に
支
払
う

医
療
費
に
は
限
度
額
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
1
ヶ
月
の
医
療
費
が
自
己
負
担
限
度

額
を
超
え
た
と
き
は
、
高
額
医
療
費
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
高
額
医
療
費
の
申
請
手
続

き
は
初
回
の
み
で
、
そ
の
後
は
該
当
に
な

る
た
び
に
随
時
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

※
お
医
者
さ
ん
の
窓
口
で
支
払
う
自
己
負

担
割
合
や
1
ヶ
月
に
支
払
う
自
己
負
担

限
度
額
は
所
得
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す

の
で
、
所
得
の
申
告
は
毎
年
忘
れ
ず
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
入
院
し
た
と
き
に
別
途
負
担
す
る
費
用

は医
療
費
と
は
別
に
、
入
院
時
の
食
事
代

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
低
所
得
者
Ⅰ
・
Ⅱ
に

該
当
す
る
人
は
、
減
額
さ
れ
ま
す
の
で
入

院
す
る
と
き
は
、
役
場
で
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
交
付

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
高
額
な
治
療
を
長
期
間
受
け
る
と
き

次
の
治
療
を
行
う
必
要
が
あ
る
人
は

「
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
」
を
交
付
し
ま

す
。
病
院
の
窓
口
に
提
示
す
れ
ば
、
毎
月

の
自
己
負
担
限
度
額
は
1
万
円
ま
で
と
な

り
ま
す
。

●
先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
の
一
部

●
人
工
透
析
が
必
要
な
慢
性
腎
不
全

●
血
液
凝
固
因
子
製
剤
の
投
与
に
起
因

す
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症

町
で
も
医
療
費
を
お
さ
え
る
た
め
様
々

な
保
健
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
寝
た
き

り
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
適

度
な
運
動
を
し
た
り
、
外
出
す
る
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
病
気
の
早
期

発
見
の
た
め
健
康
診
断
を
受
診
し
、
健
康

に
気
を
配
っ
た
生
活
を
送
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

平
成
20
年
4
月
か
ら
は
、
老
人
保
健
制

度
は
新
た
に
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

に
変
わ
り
ま
す
。
老
人
保
健
制
度
で
は
国

民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
に
加
入
し
な
が

ら
老
人
保
健
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
独
立
し
た

医
療
保
険
と
な
る
た
め
、
対
象
者
は
現
在

加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
を
抜
け
て
新
た
に
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
加
入
者
の
人

か
ら
保
険
料
を
徴
収
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
保
険
料
額
に
つ
い

て
は
、
現
在
保
険
料
率

を
計
算
し
て
い
ま
す
。

決
ま
り
ま
し
た
ら
広
報

紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

自己負担割合

1ヶ月の自己負担限度額

現役並み所得者

3 割

外来
（個人単位）

44,400円

80,100円＋
医療費が
267,000円を
超えた場合は、
その超えた分
の1%を加算

外来＋入院
（世帯単位）

一　般

1 割
12,000円 44,400円

低所得者Ⅱ

1 割
08,000円 24,600円

低所得者Ⅰ

1 割
08,000円 15,000円

老
人
の
医
療
費
が

増
大
し
て
い
ま
す

来
年
4
月
か
ら
の
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
つ
い
て

※現役並み所得者…課税所得額145万円以上

※
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感謝の気持ちを込めて 
　上志比中学校の全生徒が、部活動ごとに 10
月4日校区内の公共施設など6ケ所の清掃奉仕
に取り組みました。 
　えちぜん鉄道の山王駅には、バレー部、園芸
美術部の12人が参加。日頃の感謝の気持ちを
胸に、駅舎を一生懸命きれいに清掃していました。 

大盛況！鮎茶屋 
　町の観光物産協会が主催する「鮎茶屋」は
今年で2年目。10月 7･8･13･14日に松岡
河川公園で開催されました。 
　今が旬の九頭竜川産天然の鮎を味わいたい
と県内外から数多くの人たちが訪れました。 
　40分で約1,000匹の鮎の塩焼きが予約完
売するなど、大盛況でした。 

いにしえのロマンを今に… 
　　　　　　　　越の国伝説 
　10月 13・14日、「まつおか越の国伝説」が
行われました。 
　13日は、県立大学で「継体大王とその時代」
をテーマにシンポジウムが、14日は、石棺運
びや古代ウォーキングなどのイベントが松岡公
園で行われました。今年は、県立大学生、地元
の小学生による「越の王と冠」をテーマとした
創作劇が披露され、訪れた多くの観客は、いに
しえのロマンに浸っていました。 

在来種を守ろう！ 
　10月9日、吉野小学校の3・4・6年生が、
ため池の生き物観察会を行いました。これは、
ため池にもともと生息する生き物であるフナ
やコイを、ブラックバスなどの外来種から守
り、豊かな生態系の保全について学んでもら
おうと「吉野の郷を守る会」が企画したもの
です。 
　参加した児童らは、ため池の現状や生息す
る生き物を見て、驚きながらも自然や生き物
を大事にしようと改めて考えていたようです。 

いも版画できたよ！ 
　10月 11日に志比南幼児園で、秋にちなみ、
さつまいもを使った「いも版画あそび」が行わ
れました。 
　生のさつまいもは硬く、園児たちは苦戦しな
がらも高齢者学級のお年寄りや父兄の手助けを
受け、ハート型や星型などのいも版画を作り上
げました。 
　「自分で作れてよかった」「かわいくできた」
と満足気な顔をしていました。 

国道364号の改修促進を… 
　10月 11日、国道 364号の改修工事を促進
する期成同盟会の総会が永平寺町ふれあいセン
ターで行われました。 
　この日の総会は関係者ら約 40 人が集まり、
松本町長は「地域の熱意と力を結集して、国道
364号の整備促進を推進したい」とあいさつ。
今後は、未改修区間のさらなる整備促進に向け
て国や県に働きかけていきます。 

永平寺町産米のブランド化へ 
　永平寺町産米のブランド化を図ろうと吉田郡
農業協同組合に精米施設が導入されました。9
月 26日に同本所で竣工稼動式が行われ、鈴木
組合長は、「消費者に地域でとれた安全・安心
のお米を提供したい」とこの施設に大きな期待
を寄せていました。 
　この精米機は1時間に500kg（約8俵）を精
米する処理能力があります。 
　さらに今後は、永平寺町・福井農林総合事務
所との連携をもとに、特別栽培米「レンゲ米」
の普及にも本格的に取り組むそうです。 

安全運転してね！ 
　松岡地区の園児たちが、交通安全を呼びかけ
る「こどもドライブイン」が 9月 27日、町役
場前で開かれました。これは、松岡地域活動連
絡協議会が毎年開催しているものです。 
　制服姿の園児の代表が、「道路で遊びません」「飛
び出しはしません」などと永平寺署員に交通安
全を誓った後、園児たちは、ドライバーに、交
通安全の手作りマスコットを渡しながら「安全
運転してね」と笑顔で呼びかけていました。 

まちかどショット
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予防接種日程 予防接種日程 

乳幼児健診・相談日程 乳幼児健診・相談日程 

お問い合わせ 

松岡保健センター  161-0111 
永平寺保健センター  163-2868 
上志比保健センター  164-3000

予防接種名

BCG（結核）
個別予防接種

対　象　者

平成19年8月1日～8月31日生まれ
及び前期間未接種のお子さん

期　　　間

12月3日（月）～12月8日（土）

接種場所

町内指定
医療機関

三種混合
（ジフテリア・
百日咳・破傷風）
個別予防接種

≪1期初回≫
平成19年6月1日～6月30日生まれ
及び90ケ月未満の未接種のお子さん

≪1期追加≫
平成18年6月1日～6月30日生まれ
及び90ケ月未満の未接種のお子さん

11月12日（月）～
11月17日（土）

町内指定
医療機関

麻しん・風しん
1期

個別予防接種

平成18年10月１日～10月31日生
まれ及び24月未満の未接種のお子
さん
※「麻しん」または、「風しん」のどち
らかにかかったお子さんは、必ず各
保健センター　保健師までご連絡く
ださい。

11月19日（月）～
11月24日（土）

町内指定
医療機関

★対象者には町から問診票を送付します。
★町から配布されております「予防接種と子供の健康」、あるいは「予防接種手帳」を必ずお読みください。
★予診票は裏面までよく読み、問診内容は自宅で必ず記入してください。

健診・相談内容

育児相談
（4ヶ月～5ヶ月児）

1歳半児
健診

対　　象　　児

平成19年7月、8月
生まれ

平成18年2月～4月
生まれ

日　　程

12月03日（月）

11月09日（金）

場　　所

松岡保健センター
（松岡福祉総合センター内）

松岡保健センター
（松岡福祉総合センター内）

時　　間

午前9時20分～
9時40分まで受付け

午後1時30分～
2時まで受付け

11月14日（水） 永平寺保健センター

3歳児健診 平成16年8月～10月
生まれ

11月07日（水）

11月13日（火）

永平寺保健センター

松岡保健センター
（松岡福祉総合センター内）

新
着
図
書
の
ご
案
内

新
着
図
書
の
ご
案
内 

新
着
図
書
の
ご
案
内 

  
 『

ア
・
ソ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
・
ユ
ー
』　
柴
田
　
よ
し
き 

『
あ
な
た
が
こ
こ
に
い
て
欲
し
い
』　
中
村
　
航 

『
あ
な
た
の
髪
を
守
る
本
』　
岡
村
　
理
栄
子 

『
Ｅ
Ｑ
相
手
の
こ
こ
ろ
に
届
く
言
葉
』　
高
山
　
直 

『
い
ま
の
日
本
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
社
会
人 

し
て
い
る
人
へ
』　
池
上
　
彰 

『
ウ
ェ
ブ
サ
イ
エ
ン
ス
入
門
』　
斉
藤
　
和
巳 

『
お
気
に
入
り
の
ア
ラ
ン
ニ
ッ
ト
』
日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社 

『
介
護
者
の
た
め
の
腰
痛
予
防
教
室
』　
西
山
　
悦
子 

『
金
沢
郡
上
殺
人
ラ
イ
ン
』　
石
川
　
真
介 

『
体
と
心
に
や
さ
し
い
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
お
産
』　 

大
葉
　
ナ
ナ
コ 

『
交
渉
人
遠
野
麻
衣
子
・
最
後
の
事
件
』 五

十
嵐
　
貴
久 

『
自
信
サ
プ
リ
』　
深
井
　
次
郎 

『
新
十
戒
』　
シ
ド
ニ
ィ
・
シ
ェ
ル
ダ
ン 

『
ス
タ
バ
で
は
グ
ラ
ン
デ
を
買
え
！
』　
吉
本
　
佳
生 

『
絶
対
わ
か
る
分
析
化
学
』　
齋
藤
　
勝
裕 

『
追
伸
』　
真
保
　
裕
一 

『
定
年
か
ら
始
め
る
男
の
料
理
』　
北
　
連
一 

『
徹
底
比
較
江
戸
と
上
方
』　
竹
内
　
誠 

『
ナ
ポ
レ
オ
ン
千
一
夜
物
語
』　
藤
本
　
ひ
と
み 

『
日
本
語
力
を
高
め
る
語
源
入
門
』　
杉
本
　
つ
と
む 

『
日
本
の
国
立
公
園
（
上
・
下
）』　
森
田
　
敏
隆 

『
バ
カ
に
は
絶
対
解
け
な
い
ナ
ゾ
ナ
ゾ
』
白
崎
　
博
史 

『
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
・
セ
ブ
ン
』　
伊
集
院
　
静 

『
復
活
の
条
件
』　
森
村
　
誠
一 

『
夜
叉
桜
』　
あ
さ
の
　
あ
つ
こ 

『
リ
フ
ォ
ー
ム
で
ワ
ン
フ
ロ
ア
に
暮
ら
し
を
作
る
』 

　
島
　
弘
子 

 

『
う
え
き
ば
ち
で
す
』　
川
端
　
誠 

『
お
し
り
』　
さ
と
う
　
あ
き
ら 

『
お
ひ
さ
ま
い
ろ
の
き
も
の
』　
広
野
　
多
珂
子 

『
火
山
の
大
研
究
』　
鎌
田
　
浩
毅 

『
筋
肉
の
大
研
究
』　
石
井
　
直
方 

『
こ
と
ば
の
び
っ
く
り
ば
こ
』　
青
山
　
由
紀 

『
サ
カ
サ
マ
ン
』　
海
老
沢
　
航
平 

『
サ
ム
デ
イ
』　
岡
田
　
な
お
こ 

『
し
ょ
う
ぼ
う
し
ゃ
の
ダ
ッ
シ
ュ
く
ん
』 

　
　
　
　
　
　
　  

　
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ワ
ト
ビ
ッ
ツ 

『
た
び
は
み
ち
づ
れ
』　
五
味
　
太
郎 

『
点
と
線
の
ひ
み
つ
』　
瀬
山
　
士
郎 

『
ど
ん
な
音
す
る
の
か
な
』　
佐
々
木
　
昭
弘 

『
21
世
紀
こ
ど
も
百
科
た
べ
も
の
館
』　
小
学
館 

『
日
本
の
島
大
研
究
』　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所 

『
ゆ
く
河
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
』　
鴨
　
長
明 

『
ワ
ビ
シ
ー
ネ
農
場
の
ふ
し
ぎ
な
ガ
チ
ョ
ウ
』　 

　
　
　
　
　
　
　
デ
ィ
ッ
ク･

キ
ン
グ
＝
ス
ミ
ス 

 
   

  
   
       

町
立
図
書
館（
旧
松
岡
図
書
館
）
1
６１
ー
7
1
1
7 

町
立
図
書
館
永
平
寺
館
　
　
　
1
６３
ー
2
1
1
1 

町
立
図
書
館
上
志
比
館
　
　
　
1
６４
ー
3
1
7
0 

開
館
時
間
　
１０
時
〜
１８
時 

※
町
立
図
書
館
の
み
火
・
木
曜
日
は
１０
時
〜
２０
時 

一
般
図
書

 

児
童
図
書

 

お
問
い
合
わ
せ 

「夜叉桜」 
あさのあつこ 
（光文社） 

「サカサマン」 
海老沢航平 
（くもん出版） 

期　間　11月9日 (金 )～25日 (日 ) 
会　場　町立図書館 
　　　　町立図書館　永平寺館 
　　　　町立図書館　上志比館 
　小学生の応募作品のすべてを各館にて展示い
たします。児童たちの力作をぜひご覧ください。 

第1回オリジナル表紙絵 
　　　　　コンクール作品展 
第1回オリジナル表紙絵 
　　　　　コンクール作品展 
第1回オリジナル表紙絵 
　　　　　コンクール作品展 
第1回オリジナル表紙絵 
　　　　　コンクール作品展 

栃川
とちかわ

周大
しゅうた

くん　3歳
（松岡観音2）

我が家の末っ子は暴れん坊！
振り回されて、みんなヘトヘト…。

吉川
よしかわ

有
ゆう

香
か

ちゃん　2歳
（松岡春日3）

お兄ちゃん達にきたえられて、とっ
てもわんぱくな女の子です。ただ今、
小島よしおのオッパッピーにはまって
いてどこででも「オッパッピー」って
やってるよ！

保健通信

広報永平寺11月号9

図書館だより
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★対象のお子さんには、受診票を送付しています。
★ご指定日以外での受診をご希望の人は、必ず変更したい日にちを保健センターまでご連絡ください。
☆受診票について、また健診日程についてのお問い合わせは各保健センター　保健師まで



国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険
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ら
の
お
知
ら
せ
 

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

　
国
民
健
康
保
険
加
入
の
70
歳
未
満
の
人
（
65
歳
以
上
の
老

保
該
当
者
は
除
く
）
で
、
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証

ま
た
は
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
お
持
ち
の

人
は
、
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
構
成
が
変
わ
る
と

認
定
証
の
区
分
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
修

正
申
告
や
更
正
の
請
求
な
ど
に
よ
り
、
所
得
の
状
況
に
変
更
が

あ
っ
た
と
き
は
、
遡
っ
て
区
分
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
す
み
や
か
に
住
民
生
活
課
国
民

健
康
保
険
係
ま
た
は
各
支
所
町
民
サ
ー
ビ
ス
課
ま
で
お
届
け
く

だ
さ
い
。 

　国民健康保険では平成20年4月より各保険者に義務付けされた特
定健診・特定保健指導に先駆け、住民健診などを基に「国民健康保
険ヘルスアップ教室」を開催しました。 
　教室では各自目標を設定し、その人に応じた健康支援プログラム
を6ヶ月間、栄養・運動指導などを受け、症状改善に努めていただき
ます。 
　町では、来年度以降も健診や保健指導に基づいた様々な健康づく
り支援を計画しておりますので、皆さん積極的に受診・参加してく
ださい。 
＊ヘルスアップ事業とは 
　生活習慣病の1次予防に重点を置き、食事や運動に関する講習会
や教室などを開催し、自主的な健康増進および疾病予防を図り、将
来的な医療費の伸びの抑制を図るものを目的とした健康推進事業です。 

お問い合わせ　住民生活課　161－3945

お
問
い
合
わ
せ
　
住
民
生
活
課
　
1
６１
ー
3
9
4
5

年
 
金
  

 
 
　老齢年金は、所得税法により雑所得として所得税が
かかります。 
　社会保険庁から11月上旬までに、老齢年金の年金額
が108万円以上（65歳以上の人は158万円以上）の
人に「公的年金等の受給者の扶養親族等申告書」（ハガ
キ）が送付されますのでなるべく早く提出してください。 
　今回提出していただきます申告書は、来年2月支払
分の年金額から控除される税金の基礎となります。 
　また、控除対象配偶者や扶養親族となる人がいない
場合でも、年金受給者の人、本人にかかる基礎控除が
受けられますので忘れずにご提出ください。 
申告書に関するお問い合わせ　10570－05－1165 
 
 
 
　国民年金保険料は、年末調整などの税務申告の際に、
全額社会保険料控除の対象となります。 

　国民年金保険料を納付した人が社会保険料控除を受
けるためには、国民年金保険料を納付したことを証明
する「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」ま
たは領収証書の添付が義務付けられています。 
　平成19年中（平成19年1月1日から平成19年10
月 1日まで）に納付していただいた国民年金保険料の
全額を証明する控除証明書については、社会保険庁よ
り11月上旬に送付されますので、年末調整または確定
申告の際に必ず添付してください。 
　また、平成19年 10月 2日以降、平成19年中に納
付された保険料にかかる控除証明書は来年の2月に送
付されますが、今年の年末調整時には領収証書の添付
をお願いいたします。 
　なお、世帯主または配偶者としてご家族の国民年金
保険料を納付した場合は、納付した人が社会保険料控
除を受けることができます。 
 
お問い合わせ専用ダイヤル　10570－05－1165 
　（平成19年11月1日～平成20年3月14日 

　平日9時～17時） 

年金受給者の人は 
　「扶養親族等申告書」の提出を忘れずに！ 

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書の 
　　　　　　　　　　　　　お知らせについて 

実
施
期
間
　
平
成
19
年
12
月
12
日（
水
） 

〜
平
成
20
年
3
月
12
日（
水
）ま
で 

　
☆
水
曜
日
と
金
曜
日
の
週
2
回
実
施 

時
　
間
　
14
時
〜
16
時
ま
で 

場
　
所
　
お
た
っ
し
ゃ
夢
サ
ロ
ン 

　
　
　
　
　（
松
岡
兼
定
島
38
） 

費
　
用 

　
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
健
康
診
断 

受
診
料
　
4
，
8
3
0
円 

　
　
健
康
診
断
当
日
払
い
と
な
り
ま
す 

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
参
加
費
用 

8
，
4
0
0
円 

（
1
回
3
5
0
円
×
24
回
） 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
初
日
一
括
前
払
い
と

な
り
ま
す
。 

対
　
象
　
町
内
在
住
の 60

歳
以
上
の
男
女 

定
　
員
　
先
着
15
名
様
ま
で 

注
　
意
　
次
に
該
当
す
る
人
は
参
加
を

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

☆
59
歳
以
下
の
人 

☆
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人 

☆
医
師
か
ら
運
動
の
制
限
を
さ
れ
て 

　
　
い
る
人 

　
☆
重
篤
な
疾
患
を
お
持
ち
の
人 

※
申
し
込
み
締
め
切
り
は
11
月
14
日（
水
）

ま
で
で
す
が
、

定
員
に
な
り

次
第
締
め
切

ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

※
お
申
し
込
み
、

お
問
い
合
わ

せ
は
各
保
健

セ
ン
タ
ー
保

健
師
ま
で
。 

高齢者筋力トレーニング教室参加者募集！ 高齢者筋力トレーニング教室参加者募集！ お
問
い
合
わ
せ
　
松
岡
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
６１
ー
0
1
1
1

察 察 
警 警 

防 防 
消 消 

お問い合わせ　永平寺町消防本部　161－0179火災・救急・救助は119火災・救急・救助は119

お問い合わせ　永平寺警察署　161－0110

秋の火災予防運動 秋の火災予防運動 
　今年も秋の火災予防運動が全国一斉に実施されます。この運動は、空気が乾燥し火災が発生しやすい時季を迎える
にあたり、火災予防思想の一層の普及を図り、火災の発生や拡大を防止し、尊い生命と財産を守ることを 
目的としています。次のポイントを再確認しましょう。 

【3つの習慣】 
●寝たばこは、絶対やめる。 
●ストーブは、燃えやすいものから
離れた位置で使用する。 
●ガスこんろなどのそばを離れると
きは、必ず火を消す。 
 
【4つの対策】 
●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火
災警報器を設置する。 
●寝具、衣類およびカーテンからの火
災を防ぐために、防炎品を使用する。 
●火災を小さいうちに消すために、
住宅用消火器などを設置する。 
●お年寄りや身体の不自由な人を守
るために、隣近所の協力体制をつ
くる。 

11月9日（金）～11月15日（木） 

住宅防火　いのちを守る 
　　　　  　7つのポイント 
住宅防火　いのちを守る 
　　　　  　7つのポイント 
住宅防火　いのちを守る 
　　　　  　7つのポイント 
－3つの習慣・4つの対策－ 

『 火は見てる あなたが離れる その時を 』 『 火は見てる あなたが離れる その時を 』 
★住宅用火災警報器を設置しましょう！！ 
　すべての住宅に、住宅用火災警報器の設置が義務付
けられました。 
　既存住宅については、永平寺町は平成20年 6月 1
日までに設置が必要です。設置場所は、寝室です。寝
室が2階以上にある場合は、階段にも設置が必要です。 
　また、購入する時は日本消防検定協会の『NSマーク』
の表示されたものを選びましょう。 

★住宅用火災警報器を基準どおり設置した世帯に、助成金が交付されます。 
　助成金は平成18年5月31日現在の既存住宅が対象となります。 
　助成額は、購入金額（消費税を含む）の3分の1以内で最高2,000円、助成
金の申請期間は平成20年3月31日までです。 
　平成19年度のみ助成金の申請を兼ねて「住宅用火災警報器設置届出書兼住
宅用防災機器助成金申請書」により領収書などを添えて届出することができます。
（平成19年4月1日以前に設置届出書を提出された人は、助成金申請書のみ提
出が必要です） 
　また、助成金の対象に該当しなくとも設置完了後、新築・既存を問わず15
日以内に消防へ「住宅用火災警報器設置届出書」の提出が必要です。 

★詳しくは永平寺町消防署でお問い合わせください。 

●落とし物や忘れ物の保管期間が3か月になります 
●落とし物や忘れ物の情報がインターネットで公表され、 
　探しやすくなります 
●動物愛護法による引き取りの対象となった犬・ねこは、 
　遺失物法の対象外となります 
●携帯電話やカード類など個人情報が入った物については、 
　拾った人が所有権を所得できないことになります 

どうすればいいの？ どうすればいいの？ 落とし物や忘れ物を 
したり、拾ったら 

落とし物や忘れ物をされた人へ 
　落とし物や忘れ物をしたと思う施設や最寄りの警察署または交番・駐在
所に問い合わせてください。また、警察署または交番・駐在所に遺失の届
出をしてください。 
　各都道府県警察のホームページにアクセスしていただくと、各都道府県
内で取り扱われた拾得物に関する情報を見て、落とし物や忘れ物を探すこ
とができるようになります。 
落とし物や忘れ物を拾われた人へ 
　駅や店舗で拾った場合には、その施設に届けてください。施設以外（路上
など）で拾った場合には、最寄りの警察署や交番・駐在所に届けてください。 

駅やお店などの 
場所での取扱いは 
駅や店舗などの施設の人へ 
　駅や店舗などの施設では、これまで
どおり拾得物に関する事項を提示する
か、拾得物に関する情報を記載した書
面を備え付けて閲覧させることが必要
です。 
　拾得物の届出を受けた場合には、拾
った人の求めに応じて預り書を交付す
ることとなります。 

どうなるの？ どうなるの？ 

消防・警察
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町
民
の
皆
さ
ん
と
気
軽
に
話
し
合
え
る

場
を
設
け
て
、
共
に
考
え
共
に
行
動
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
町
で
は
『
炉
ば
た
ト
ー

ク
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
会
や
団

体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
松
本
町
長
と
膝
を

突
き
合
わ
せ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

熱
く
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
ご
希
望

の
人
は
、
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
町
民
サ

ー
ビ
ス
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課1

６１
ー
3
9
4
1

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
、
翌
年
の
固

定
資
産
税
対
象
か
ら
滅
失
さ
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
平
成
19
年
中
に
家
屋
を
取
り
壊

さ
れ
た
人
は
申
告
書
の
提
出
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
固
定
資
産
税
の
賦
課
期
日
は
1

月
1
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
未
提

出
の
人
は
す
み
や
か
に
提
出
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

申
告
書
は
税
務
課
お
よ
び
各
支
所
の
町

民
サ
ー
ビ
ス
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課1

６１
ー
3
9
4
4

県
福
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
次
の

と
お
り
エ
イ
ズ
相
談
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
行

い
ま
す
。

日
　
　
時

12
月
1
日
（
土
）

検
査
受
付

9
時
〜
11
時
・
13
時
〜
15
時

場
　
　
所

福
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

※
匿
名
、
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
検
査
結
果
は
当
日
お
伝
え
し
ま
す
。

※
正
確
な
結
果
を
出
す
た
め
に
、
感
染
の

機
会
が
あ
っ
て
か
ら
3
か
月
以
上
経
過

後
に
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

福
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

福
井
市
西
木
田
2
ー
8
ー
8

保
健
指
導
課
1
３６
ー
6
8
1
0（
直
通
）

参
加
し
な
が
ら
楽
し
く
学
ぶ
自
分
発
見

の
2
日
間
で
す
。
講
義
だ
け
で
な
く
、
体

験
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
相
談
会
な
ど
充
実

し
た
内
容
で
す
の
で
、
是
非
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
50
代
以
上
の
人

（
在
職
者
・
離
職
者
と
も
可
）

日
　
時

12
月
1
日（
土
）・
2
日（
日
）

9
時
30
分
〜
16
時
30
分

会
　
場

福
井
県
立
大
学
交
流
セ
ン
タ
ー

参
加
費

無
料

定
　
員

30
名

お
申
し
込
み

運
営
事
務
局
㈱
グ
レ
ー
ト

7
0
1
2
0
ー
1
5
0
ー
4
3
7

お
問
い
合
わ
せ

福
井
県
産
業
労
働
部
労
働
政
策
課

1
２０
ー
0
3
9
0

過
重
労
働
・
賃
金
不
払
い
な
ど
で
お
悩

み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
11
月
を
「
過
重

労
働
・
賃
金
不
払
残
業
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
月
間
」
と
し
、
こ
れ
に
関
す
る
相
談
を

次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

日
　
時

11
月
23
日（
金
）勤
労
感
謝
の
日

9
時
〜
17
時
　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

7
0
1
2
0
ー
8
9
7
ー
2
8
3

お
問
い
合
わ
せ

福
井
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

1
２２
ー
2
6
5
2

日
　
時

11
月
19
日
（
月
）
13
時
30
分
〜

場
　
所

福
井
県
中
小
企
業
産
業
大
学
校

（
福
井
市
下
六
条
）

お
問
い
合
わ
せ

福
井
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

1
２２
ー
2
6
5
2

県
で
は
、
木
造
住
宅
の
普
及
と
住
環
境

の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
県
産
材
を
活
用

し
、
一
定
の
性
能
を
満
た
す
優
良
な
木
造

くらしの情報
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くらしの情報
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住
宅
の
取
得
の
支
援
と
、
県
産
材
を
活
用

し
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
支
援
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

新
　
築

新
築
補
助
金
が
ご
利
用
し
や
す
く
な
り

ま
し
た
。

■
補
助
金
額

・
基
礎
要
件
を
満
た
す
も
の：

40
万
円

・
基
礎
要
件
＋
上
質
要
件：

80
万
円

■
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

・
県
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
、
一
戸
建

て
在
来
木
造
住
宅
を
取
得
さ
れ
る
人

・
前
年
の
所
得
金
額
が
1，

2
0
0
万
円

以
下
の
人

リ
フ
ォ
ー
ム

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
支
援
制

度
を
創
設
し
ま
し
た
。

■
補
助
金
額

1
件
あ
た
り
5
万
円
以
上
〜
15
万
円
以

内
（
限
度
額
）

■
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

県
内
工
務
店
な
ど
（
※
）
に
依
頼
し
、

県
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
所
有
す
る
住

宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
人

※
県
が
認
定
し
た
県
産
材
住
宅
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
ま
た
は
福
井
県
県
産
品
活
用

推
進
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
該
当
し
ま

す
。

※
そ
の
他
の
要
件
も
あ
り
ま
す
の
で
、
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
築
Ｈ
Ｐ：
http://info.pref.fukui.jp/kentiku/

リ
フ
ォ
ー
ム
Ｈ
Ｐ：
http://info.pref.fukui.jp/kensanzai/

お
申
し
込
み
先

（
財
）
福
井
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

1
23
ー
0
4
5
7

http://w
w
w
13.ocn.ne.jp/̃fkjc/

お
問
い
合
わ
せ
先

（
新
築
）
福
井
県
建
築
住
宅
課

1
２０
ー
0
5
0
6

（
リ
フ
ォ
ー
ム
）
福
井
県
県
産
材
活
用
課

1
２０
ー
0
4
4
9

対
象
児
童

町
内
の
小
学
校
に
在
籍
し
、

校
区
内
に
祖
父
母
な
ど
が
い
な
い
、
昼

間
留
守
家
庭
の
1
年
生
か
ら
3
年
生
ま

で
の
児
童
。

活
動
場
所

・
松
岡
児
童
ク
ラ
ブ

（
松
岡
児
童
館
内
）

・
御
陵
児
童
ク
ラ
ブ

（
御
陵
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
内
）

・
吉
野
児
童
ク
ラ
ブ

（
よ
し
の
園
内
）

・
志
比
児
童
ク
ラ
ブ

（
志
比
児
童
館
内
）

・
志
比
南
児
童
ク
ラ
ブ

（
永
平
寺
高
齢
者
創
作
館
内
）

・
志
比
北
児
童
ク
ラ
ブ（志

比
北
幼
児
園
内
）

・
上
志
比
児
童
ク
ラ
ブ（上

志
比
児
童
館
内
）

添
付
書
類

就
業
証
明
書
な
ど

申
込
期
間

11
月
12
日
（
月
）
〜

11
月
22
日
（
木
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
入
会
決
定
後
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
先
お
よ
び
提
出
先

子
育
て
支
援
課
各
児
童
ク
ラ
ブ

お
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
課

（
松
岡
公
民
館
内
）
1
６１
ー
7
2
5
0

福
井
県
最
低
賃
金
　
　
1
時
間
6
5
9
円

平
成
19
年
10
月
19
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私 た ち は 熱 い ハ ー ト で お 応 え し ま す 。 

＊松 岡 支 店　61－ 1200 
＊永平寺支店　61－ 3220

＊福井医大支店　67－ 1900 
＊上志比支店　64－ 2323

福井銀行 
http://www.fukuibank.co.jp

JA吉田郡 経　済　課 63－3166　吉 野 支 所 61－0230 
五 領 支 所 61－1234　永平寺支所 63－3160 
上志比支所 64－2013 

詳しくは、企画財政課（1６１－３９４２）まで 
e-mail：kikaku@town.eiheiji.lg.jp

広告掲載募集  
広報永平寺に広告を掲載しませんか？ 

毎　月 
第1金曜日 
発　行 

このたび旧せせらぎのまちが字区域の変更により、11
月1日よりせせらぎに表示を改められました。したがって
住居表示がつぎのように変わります。

現在の　永平寺町　栗住波　第○○号△△番地 が
変更後　永平寺町　せせらぎ　□□□番地

に変更になります。
郵便番号の変更はありません。

上志比地区せせらぎのまちが
せせらぎに変わります



婦人福祉協議会からのお知らせ 婦人福祉協議会からのお知らせ 
　永平寺町婦人福祉協議会では、結婚を望む人を支援
するため、結婚相談事業を行っています。この事業は
福井県が福井県婦人福祉協議会に委託し、県および各
市町の婦人福祉協議会が行っています。（定期的に県お
よび他市町の婦人福祉協議会との情報交換も行ってい
ます）相談日に会場へ来ていただくか、最寄の結婚相
談員までご相談ください。 
●結婚相談のしくみ 
1.結婚相談所に登録 
　（登録料　1,000円　通信費実費相当分としてご負
担していただきます） 
2.相手方の登録票をみて希望の人を選ぶ 
　（福井県内すべての登録票をみることができます） 
3.双方の希望が一致した場合　紹介（お見合い） 
4.交　際 
5.結婚・成立 
　（結婚が成立した場合、1組につき相談諸経費とし
て4,000円をご負担していただきます） 

●相談会場 
　松岡福祉総合センター　教養娯楽室 
　永 平 寺 支 所 3 F　ミーティングルーム 
　や す ら ぎ の 郷　相談室 
●相談日　毎月第3水曜日 13時30分～15時30分 
●結婚相談員　（任期：平成19年4月1日～平成21年3月31日） 
【松岡地区】 
　橋本優喜枝　松岡上合月9-35　  161－2710 
　河合マサヱ　松岡志比堺3-2　　161－0126 
【永平寺地区】 
　和田　秀子　谷口17-7　　　　  163－2448 
　酒井　輝子　谷口11-54　　　　163－2071 
　吉川　景子　上浄法寺12-36-1　163－2523 
【上志比地区】 
　鶴田　鈴子　山王29-95　　　　164－2166 
　多田ミイ子　藤巻8-2　　　　　 164－2549

お問い合わせ　永平寺町婦人福祉協議会 
　　　　　　　会長　和田秀子　163－2448

お問い合わせ　税　務　課　161－3944 
　　　　　　　福井税務署　123－2690（代表） 

お問い合わせ　福井税務署　123－2690（代表） 

お問い合わせ　福井税務署　123－2690（代表） 

平成１９年分年末調整説明会の日程 
日　時　11月28日（水） 13時30分～15時30分 
会　場　松岡福祉総合センター「翠荘」 
対　象　永平寺町の法人、個人 
※当日は、「年末調整のしかた」および「給与所得の源
泉徴収票等の法定調書の作成と提出の手引」をご
持参ください。 

　国税に関する面接相談のうち、①内容が複雑　②書
類などによる具体的な事実確認が必要　③電話による
回答が困難な相談は、事前に予約をお願いします。予
約時には住所、氏名、電話番号および相談内容をお知
らせください。 
　また、一般的な質問や相談は、タックスアンサーや
国税庁ホームページをご利用ください。 
タックスアンサー　http://www.nta.go.jp/taxanswer/ 
　1・FAX 24－7766 
国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp

　11月1日（木）から、「電話相談センター」を開設し、
税務相談室や税務署への一般的な質問や相談には、金
沢国税局税務相談室職員が対応することになりました。
最寄りの税務署に電話をかけると、自動音声案内によ
り「電話相談センター」につながります。下記の税に
関する電話・FAXやホームページもご利用ください。 
タックスアンサーホームページ（税に関する情報提供） 
　http://www.nta.go.jp/taxanswer/ 
電話・FAXによる税に関する情報提供 
　1・FAX 24－7766 
国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp 
e-Taxホームページ（国税電子申告・納税システム） 
　http://www.e-tax.nta.go.jp 
e-Taxに関するお問い合わせ　10570－015901

国税に関する相談の事前予約をお願いします 国税に関する相談の事前予約をお願いします 国税に関する相談の事前予約をお願いします 

電話相談センターを開設しました 

※8月号の掲載時には、実施主体など不明確な点がありまし
たので、再度ご案内します。 

平成19年度 吉田郡連合PTA研修会　思春期子育て講座 

食 育 講 演 会 食 育 講 演 会 食 育 講 演 会 
「食」「もったいない」から子どもの心を育むとは 
           　　　 ････親業について考えてみましょう。 
演　題 
　みんなで考えよう　食 
　　　～食を通して子どもたちの心と身体を育む～ 
　 　　講師　福井県農林水産部　主任 
　　　　　　　　　松 田 勇 二  氏 
日　時　11月16日（金） 
　　　　　19時20分より21時まで 
会　場　上志比文化会館　サンサンホール 

講師プロフィール 
　福井県立短期大学農学科（植物病理学専攻）卒業後、昭和56年県職員
（農学職）となられ、農業改良普及員としてミディトマト・キャベツなど
の野菜の栽培技術指導に従事される。県産食材の活用や地産地消運動、学
校給食における地場産農林水産物の活用等、多くの実績を残されているが
、特に、知事への提言を行う「ふくい女性会議」において、「食育」「食の
安全安心」をテーマに話し合いがなされた際、そのコーディネート役を務
めるなど、県庁内の総合窓口担当として新規食育事業を創設された。                               
　また、福井市内小学校のPTA会長として､そばを育てて味わおう会、親
子「食」研修会など、食と農をつなぐ教育を重視したPTA活動を展開し
たり、各種団体での講師やパネリストとして精力的に活動されたりしてい
る。福井食育ボランティアに登録され、食の大切さ・食育・食の安全関係
の出前講座（年間100回程度）に積極的に応じておられる。 

主催／吉田郡連合PTA　　共催／永平寺町教育委員会 

2007  えいへいじ男女共同参画ふれあいフェスタ 2007  えいへいじ男女共同参画ふれあいフェスタ 
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　　　できることから 
　　　　　　はじめよう ～ 

と　き 
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平成19年 

11月11日（日） 
上志比文化会館 

  サンサンホール 

13:00～16:00

開場・受付 

開　会 
川柳コンクール表彰および発表 
寸劇「サンサン家族」（さんさんdeねっと !） 

講演会　黒川　伊保子 氏 
　「男性脳と女性脳、二つの世界 
　　　～パートナーの頭の中をのぞいてみませんか?」 

閉　会 

12：30～ 

13：00～ 
 
 

14：30～ 
 
 

16：00

主催:永平寺町・永平寺町男女共同参画推進委員会　　協賛:福井人権擁護委員協議会永平寺部会　　後援:永平寺町壮年グループ連絡協議会・永平寺女性ネットワーク 

416
メイト 

上志比支所 

至勝山市 至福井市 

えちぜん鉄道 

吉田酒造 

上志比中学校 

上志比小学校 
やすらぎの郷 上志比文化会館 

サンサンホール 

山王駅 

プログラム 
●会場までのご案内 

　「世界一受けたい授業」に出演し大反響!!
独自の脳研究からくりだされる、男女の脳
の違いから、自分らしく生きる幸せな日常
生活とはどんなものかを見つめます。 

講演講師 黒 川 伊保子 氏 

（感性アナリスト） 
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ご案内

広報永平寺11月号 14

ご案内
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自宅：吉田郡永平寺町松岡松ヶ原4丁目413番地 

代表取締役 

Hisashi Aoki
青 木   久 

株式会社 

ベストエージェンシー 
皆様の夢をお手伝いします！ 

福邦銀行　松岡支店 

吉田郡永平寺町松岡春日１丁目31番地の2 
電話（0776）61－ 0063

町では、町民の文化意識の向上と芸術文化の振興を図るため、前年度より「永平寺町文化振興芸術事業」に取り組んでおります。第1
弾として「永平寺ふれあい寄席　三遊亭小遊三　独演会」を、第2弾として「よしもと爆笑お笑いライブ」を開催します。町民の皆さん
是非お越しください。


